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編集後記
　風薫る新緑の頃となりました。新入生諸君や 4月から新しいことを始められた方々はだいぶ慣れられたと存じ

ます。季節は巡り、世界にはトランプ、プーチン、習近平と漫画のようなリーダーが出てきて、歴史の大きな変

化の中にいることを感じます。大学院が協定を結んで医学生の交換留学をしているトルコの治安が気になります。

　Nature Index 2017 Japan によれば、日本の研究力は最近低下しており、その原因のひとつとして研究への

投資額の相対的な減少、大学への補助金の減少があげられています。いわば慢性的な飢餓状態の中で、広島大学

では越智学長のリーダーシップの元で、決して後ろ向きではなく前向きな大学の改革が進んでいると思います。

今号では、４人の新任教授にご挨拶いただきました。大学院の発展のために共に汗を流す仲間が増えました。他

に新講座紹介、研究最前線、すぐれた論文も掲載しました。座右の銘は、頁数の関係で次号に掲載とさせていた

だきます。

2017年 5月　広報委員長　坂口　剛正

　私は現在、米国マウントサイナイ・アイカーン医科大学の星田有人先生のラボに留学しておりです。マウントサイナイ・トラルパークに接しており芥す。 　現在私は、遺伝子発現のパターン（Gene signature）を用いて、慢性肝炎、肝硬変からの発癌や予後予測、薬物によHCC発癌予防玄研究を主穴行業て屋ります。星田先生玄ラボ弧十九肝繊維化玄研究栗ご高名軽、Scott L. Friedmぃう先生がチーフを勤めておられるLiver disease部門に属しており、毎週、他のラボも交えてのミーティングが行われます。アジアへヨーロッパ等へ非常に多様な人種∵集まってÅります∵へ牡ディスカッション∵大好♭でへどんどん害見を言いますしへ分か故舷圏点個納得軒湖袴玄説明軒湖絹現悟求め故れ袴軒。意悟言嫌元研言鼓犬勉強謙源圏湖人虎多犬、顕乎姿勢個学ぶ
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最後になりましたが、このような貴重な留学の機会を
与えていただきました　茶山　一彰教授ならびに広島
大学の諸先生方に心より御礼申し上げます。大野　敦司 広島大学病院　消化器診療科　助教　
米国マウントサイナイ・アイカーン医科大学留学便り広大から海外へ留学している若手からの便りĘ諑Ę諑Ę諑マウントサイナイ・アイカーン医科大学（中央の黒いビル、左の白いビルを含めた一角が大学。右はセントラルパーク。）


